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69 階展望フロアでは、沈みゆく夕日、きらめくみなとみらいの夜景、行きかうクルーズ船など 360 度の
大パノラマを楽しむことができます。

〔横浜ランドマークタワーからの夜景〕

写真提供：横浜市住宅供給公社 理事長　二宮 智美 氏
横浜港客船フォトコンテストでの特選をはじめ、港区観光フォトコンテスト、DanceDanceDance@
YOKOHAMAフォトコンテストなど多数受賞されています。
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有井会長が神奈川県民功労者表彰を受賞

　6月15日に令和3年度神奈川県県民功労者表彰の受賞者が発表され、有井会長が受賞
されました。
　神奈川県県民功労者表彰は、県の最高表彰の一つで、団体や地域の活動などを通じ
て、社会福祉、保健衛生、産業・経済、教育・文化、生活環境などの各分野で長年に
わたり活躍し、特に優れた業績をあげられた方々を表彰するもので、今年度は40名の
方々が受賞されました。
　受賞理由として、有井会長が多年にわたり空調衛生工事業に携わるとともに、神奈
川県空調衛生工業会会長等を歴任し、組織の充実強化と後進の指導育成に優れた成果
をあげるなど産業の振興に尽力されてこられたことが評価されました。
　当工業会からの神奈川県県民功労者表彰の受賞者は、平成29年度の築地副会長の受
賞に続き11人となりました。この度の有井会長の受賞を糧に、当工業会としても、会
員や地域の皆様のご支援をいただきながら、一層の地域社会貢献に邁進したいと存じ
ます。

写真提供：㈱タウンニュース社
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令和3年度神奈川県空調衛生工業会表彰受賞者

　神奈川県空調衛生工業会 令和3年度表彰受賞者に表彰状および記念品をお贈りしました。
受賞者は、下記の16名の方々です。
　なお、今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、表彰式は中止としました。

特別功労者表彰

役　　員

小委員会

株 式 会 社 光 電 社 代表取締役社長 築地 　正明

株 式 会 社 光 電 社  高木 　和明

三沢電機株式会社  中桐 　成浩

会員事業役員表彰 株式会社ヨコレイ 常務取締役 有 井 　　隆

会員事業所従業員表彰 川本工業株式会社  伊藤 　　昭

川本工業株式会社  夏目　 一郎

川本工業株式会社  山﨑　 暁彦

川本工業株式会社  大石　 光仁

川本工業株式会社  北川　 昭道

興信工業株式会社  野本　 謙次

興信工業株式会社  角田　 英一

興信工業株式会社  佐々木　 勉

株 式 会 社 光 電 社  佐々木 弘子

安全スローガン表彰

株 式 会 社 光 電 社  関野　 俊治

エルゴテック株式会社 岩崎 　　暁

興和工業株式会社  小堀　 　愛

最優秀賞

優  秀  賞
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関東地方整備局による
『令和3年度 入札・契約制度説明会』

　国土交通省関東地方整備局による「令和3年度入札契
約制度・円滑施工確保対策説明会」が令和3年7月30日
㈮午後2時から神奈川県電業会館 講堂において開催さ
れました。
　この説明会は、情報の共有化と円滑な事業運営の推
進を図るため、毎年、当工業会と一般社団法人 神奈川
県電業協会とで共同開催しているもので、今回は、当
工業会から11名、電業協会から11名の合わせて22名が
受講しました。
　講演は、関東地方整備局 営繕部 福井俊幸施設管理官
から、「営繕工事における働き方改革の取組や施工確保に向けた取組」、「整備局発注工事に地元企業が
より多く参加できるよう競争参加資格申請書作成時の留意事項」など実務的な説明が行われました。
　質疑では、国の週休2日促進工事の発注者指定型が原則新築工事に限られていることから、空調設
備工事に多い改修工事にまで対象を拡大することを要望する発言がありました。

　10月20日㈬午後2時から研修会をオンライン（Zoom）で開催し、90名を超え
る方に参加いただきました。
　冒頭のあいさつで、有井会長は「オンラインによる開催の意義は感染症予防
や会場費の節約もあるが、一番のメリットは参加者が時間を節約できることに
あるとし、節約した時間をいかに活用するかも働き方改革を考える上では重要
だ」と指摘しました。また、「研修の趣旨を週休2日の確保や時間外労働の縮
減のための生産性向上にあるとし、参加された皆様には、研修を通して貴重な
時間の活かし方や各社の業務改善、生産性向上のヒントを見つけて欲しい。」
と期待を述べました。
　講師は㈱日本コンサルタントグループ 建設産業研究所 副部長コンサルタントの菅原 政郎氏にお願
いしました。
　講演では、まず、建設業就業者の実態から働き方改革の必要性に触れ、現場では時短・業務の削減
より生産性の向上を先にしなければ、重要な人材育成の時間から削減される、と働き方改革の課題を
指摘しました。本論では、日々の業務を計画的に実行できていないなど若手現場監督が陥り易い具体
的な事例を挙げ、現場の生産性向上には、現場監督者が、今、優先すべき業務に集中すること、それ
を可能にする上司や会社の協力体制を整えること、そして、最も重要な視点として、確認重視の施工
管理から計画重視の施工管理へと時間管理の定着化を図ることを指摘されました。
　最後に、建設現場の生産性向上は、現場監督一人ひとりの取組みや、会社の仕組みを変えていくこ
とで実現できることを強く訴え講演を終了しました。
　建設業に時間外労働の上限規制が導入されるまで残り2年半を切り、多くの会員が模索を続ける
中、現場の生産性を向上させる視点から働き方を考える契機になる有意義な研修となりました。

令和3年度「第1回研修会（オンライン）」開催
～働き方改革における建設現場の生産性向上～

主催：研修委員会
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研修会講師　菅原 政郎 氏
㈱日本コンサルタントグループ

 建設産業研究所 副部長コンサルタント
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　令和3年9月22日および29日㈬に「横浜市公共
建築物に係わる震災時の応急措置の協力に関す
る協定」に基づき、災害時の迅速な防災拠点の
確保に向けた即時出動訓練が、横浜市と出動協
定をしている建設6団体の横浜建設業協会、神奈
川県建設業協会横浜支部、横浜市電設協会、神
奈川県電業協会、神奈川県中小建設業協会横浜
支部、当神奈川県空調衛生工業会の即時出動者
会員114名が出動し、特に震災時の重要な拠点と
なり、中心的な役割を果たす市庁舎をはじめ区
庁舎、消防署、病院等で実施されました。
　横浜市指定の52施設のうち、今回は49施設が
訓練の対象となり、当工業会からは即時出動会
員36名（21社）が訓練に参加しました。
　当日は、出動者及び施設管理者が一堂に会し、
事前に用意した必要事項チェックシートをもと
に、発災時の参集場所や施設に関する図面の保
管場所、想定される被害への対応等の重要事項
を確認しました。
　訓練は、各出動者の協力のもと滞りなく終了
しました。

横浜市建築局主催による震災時即時出動訓練行われる
安全委員会

今回の「横浜市震災時即時出動訓練」に参加し、
ご協力をいただいた会員会社

◎即時出動会員（21社）

㈱朝日工業社、㈱ＭＫ設備設計、エルゴテック㈱、

㈱金子工業所、川本工業㈱、共栄産業㈱、

㈱光電社、興和工業㈱、相模設備工業㈱、

三機工業㈱、㈱城口研究所、新菱冷熱工業㈱、

ダイダン㈱、高砂熱学工業㈱、㈱テクノ菱和、

東洋熱工業㈱、㈱西原衛生工業所、日宝工業㈱、

三沢電機㈱、㈱ヤマト、㈱ヨコレイ
（敬省略）

中区役所における訓練
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令和 3 年度上半期意見交換会実施報告
　令和3年上半期（6月～9月）に行政機関、議員団、関係団体などと11回の意見交換会を開催しました
ので、その概要を報告します。

1　行政機関等
相手先 実施日 テーマ

神奈川県県土整備局
住宅営繕事務所 7月16日

・公共工事費の予算確保
・インセンティブ発注の拡大
・長時間労働の解消
・県立学校営繕工事の民間委託 

横浜市財政局契約部 6月18日
・令和3年度入札・契約制度の見直し
・令和4年度横浜市予算に対する要望
・令和2年度会員意識調査結果報告

（公財）横浜市建築保全公社 7月8日

・令和3年度事業計画
・令和3年度発注方針・工事予定
・週休2日制確保適用工事の試行
・令和2年度工事満足度調査結果
・令和4年度横浜市予算に対する要望
・令和2年度会員意識調査結果報告

2　令和4年度 予算要望
要望先 相手先 実施日 主な要望事項

国 立憲民主党
神奈川県総支部連合会 7月6日 ・公共工事の厳選執行　　・分離発注の促進

・業種区分の新設　　　　・長時間労働の解消

県

自民党
神奈川県支部連合会 7月19日 ・公共工事の予算確保

・設備工事の分離発注及び直接発注
・ＰＦＩ事業
・インセンティブ発注の拡大
・長時間労働の解消
・工業高校の設備専門学科等の拡充

公明党神奈川県議団 7月28日

立憲民主党・民権クラブ
神奈川県議会議員団 7月26日

横浜市

自民党横浜市支部連合会 6月21日 ・発注時期の平準化
・長時間労働の解消
・「機械設備保守」への最低制限価格の設定
・公共工事の予算確保
・分離発注の拡大
・インセンティブ発注の拡大

公明党横浜市会議員団 6月18日

立憲民主党・国民フォーラム
横浜市会議員団 7月1日

3　関係団体
相手先 実施日 テーマ

（一社）神奈川県電業協会
（一社）横浜市電設協会 9月30日 ・施工マニュアル改訂に対する3団体の対応方針
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県立藤沢工科高等学校との連携事業
施設見学会＆インターンシップ編

　コロナ禍により多くの事業でオンラインが普及しましたが、ここでは直接体験することで、より高
い成果が得られる施設見学会及びインターンシップによる受入事業をご紹介します。

1　施設見学会
　７月14日㈬に工業会の賛助会員であるＴＯＴＯ㈱横浜支社のご協力を
いただき、ＴＯＴＯ横浜ランドマークショールームにおいて、県立藤沢
工科高等学校住環境系2年生29名が参加した施設見学会を開催しました。
　見学会では、便器を陶器でつくる工程の、映像を交えた詳細な解説や
環境・衛生・健康に配慮した最新の浴室やトイレの紹介、高度な技術の
詰まったウォシュレットのメカニズムを分解模型で学習するなど、多彩
な内容でした。
　生徒からは精巧な陶器製便器をつくるにはどのくらいの熟練期間が必
要かなどの質問が投げかけられ、また、反対に、日常生活でウォシュレッ
トを使っているかとの問いかけに多くの生徒が使ったことがない、と答
えるなど、高校生の意外な一面も垣間見られました。

2　インターンシップによる受入事業
　令和2年度はコロナ禍で中止が余儀なくされた受入事業について、令和3年度は8社の会員から受入
れ希望をいただき、7月に計画した4社については実施し、8月に計画した4社については、緊急事態宣
言の発出を受け中止しました。

インターンシップによる受入事業実績

企業名 実施期間 参加生徒数 主な活動内容

三 沢 電 機 ㈱ 7/26～7/28、
11/ 1 5名 講義、現場見学、作業体験

川 本 工 業 ㈱ 7/27～7/29 4名 講義、現場見学、作業体験

新 菱 冷 熱 工 業 ㈱ 7/27～7/29 5名 講義、現場・工場見学、作業体験

エ ル ゴ テ ッ ク ㈱ 7/28～7/30 4名 講義、現場・工場見学、作業体験

㈱ Ｍ Ｋ 設 備 設 計 8/ 4～8/ 6 3名

緊急事態宣言の発令に伴い中止
㈱ 丹 野 設 備 工 業 所 8/ 4～8/ 6 2名

㈱ 光 電 社 8/18～8/20 3名

㈱ 西 原 衛 生 工 業 所 8/18～8/20 2名
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学　校　通　信
— 総合技術科 住環境系 —

◆ 藤沢工科高等学校 ◆
 住所 〒252-0803 藤沢市今田744

 ＴＥＬ 0466（43）3402
 ＦＡＸ 0466（43）4942

学校長　日置　賢司

　昨年2月に新型コロナウィルスの感染が拡大し始め、3月には緊急事態宣言が発令され、第2、
第3と感染拡大の波があり、学校行事の多くは延期や中止となりました。また、毎年インター
ンシップで生徒の受入れにご協力をいただいておりましたが、こちらも中止せざるを得ず、当
時の2年生49名は貴重な体験の機会を奪われてしまいました。（そんな彼らも現在就職活動に取
組んでおります。）
　さて今年度は『新しい生活様式』の中でマスク・検温こそしていますが、いままでの生活に
戻ったかのようなスタートができました。ところが第4波が到来し、「今年度もインターンシッ
プを見送らなければいけないのか？」と不安に思いながらも神奈川県空調衛生工業会様と準備
をしてきまして、なんとかインターンシップを実施することができました。残念ながら変異株
の感染拡大による第5波の影響で、8月実施分の4社10名は中止となりましたが、それでも4社
18名の生徒は感染等へのリスクや懸念のある中、受け入れていただいた企業様のおかげでとて
も貴重な体験をすることができました。この場をお借りしまして感謝申し上げます。ありがと
うございました。
　今回体験できました生徒たちの活動報告と体験の感想等をご報告いたします。

～インターンシップを終えて～
（総合技術科　住環境系2年　女子）

　インターンシップで会社見学や現場見学、CAD体験や技術に関する研修を受けました。こ
の3日間で感じたことは、学校の授業で習っていることが少しずつつながり無駄ではないと思
いました。
　また会社は顧客さんあっての施工業務ということを教えてもらい、お客様との接し方や安全
に仕事をする心構えなどをていねいに説明していただきました。そして女性社員にも働きやす
い環境づくりの工夫がされていることを知り、素敵だなぁと思いました。
　これからの学校生活で多くのことを学んで、卒業後に就きたい仕事を見つけたいと思いまし
た。
　コロナ禍で大変なご時世の中、私たちにていねいにご指導くださり、本当にありがとうござ
いました。このような体験ができて本当に良かったです。

アンケート結果

　学校現場は9月いっぱい分散登校を強いられ、週1～2回の対面授業とオンラインによる授業
展開のハイブリッド授業を実施しました。この機会を利用しましてインターンシップについて
のアンケートを実施しましたので、その結果をご報告いたします。

事業実績の概要について県立藤沢工科高等学校から報告をいただきました。
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学　校　通　信　 — 総合技術科 住環境系 —

◆　インターンシップ体験者の回答

・参加者の満足度が高く、設備系に関する業務内容についても理解が深まっており、とても有
意義であったと振り返ります。また、参加した7割の生徒は卒業後に「就職をしたい！」と感
じており、2年生ながらも就業意欲が高まっています。

新菱冷熱工業㈱にて撮影
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 — 総合技術科 住環境系 — 学　校　通　信

◆　インターンシップが中止となった生徒の回答

・就業体験ができなかった生徒たち全員が中止を残念に思っている結果となりました。（本校
ではインターンシップを義務付けている唯一の学科（系）です。）また約9割の生徒が設備系の
業務ができるものと考えており、インターンシップの重要性を改めて感じております。

①働くことがどういうことか実感できた 

②働くことの厳しさを理解することができた

③働くことのやりがいや充実感を知ることができた

④学生と社会人の責任の違いを感じた

⑤学んでいることが現場でどのように活かされるのか
知ることができた

⑥学習意欲が高まった

⑦資格取得の意欲が高まった

⑧仕事に対する興味や関心が高まった

⑨業界・職種に対する理解が深まった

⑩連携や協調性の大切さを感じた

⑪マナーや常識の大切さを感じた

⑫コミュニケーションの大切さを感じた

⑬県内企業に対する理解が深まった
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　横浜市の令和3年度優良工事表彰の表彰者が次のとおり発表されました。
　この表彰は、横浜市が発注した工事を優秀な成績で施工した施工会社及び現場責任者の方々に対し
て、その業績を顕彰するために毎年行うものであり、施工会社表彰は今回で42回目、現場責任者表彰
は15回目となります。
　本年度の優良工事施工会社表彰には、設備部門が15社、建築部門5社、土木・造園部門が35社の合計
55社が、また、現場責任者表彰には、設備部門が13名、建築部門が3名、土木・造園部門が34名の合計
50名が選ばれました。
　当工業会会員からは、優良工事施工会社表彰で次の3社が、また、優良工事現場責任者表彰で次の3
名の方が表彰されました。

優良工事現場責任者表彰［設備部門］
　小久保 幸彦　（株式会社清康社）
　高橋　 政信　（三沢電機株式会社）
　見原　 政司　（三沢電機株式会社）

優良工事施工会社表彰［設備部門］
　株式会社清康社　　　　代表者　土屋　敦彦
　株式会社ニッセツ　　　代表者　宮下　和利
　三沢電機株式会社　　　代表者　三澤　　隆

令和 3 年度横浜市優良工事表彰

 9 月定例理事会
（第579回対面及びオンライン理事会）

　9月10日㈮午後2時からの理事会で原案どおり
承認されました。

1．令和3年度表彰式の中止について
2．「機械設備工事施工マニュアル」に関する

横浜市の申入れについて

10月定例理事会
（第580回対面及びオンライン理事会）

　10月8日㈮午後2時からの理事会で原案どおり
承認されました。

1．中間決算について
2．会館改修資金計画について
3．12月定例理事会の開催について

11月定例理事会
（第581回対面及びオンライン理事会）

　11月12日㈮午後2時からの理事会で原案どおり
承認されました。

【協議事項】
1．令和4年新年賀詞交換会について

定例理事会議事報告
（9月・10月・11月）
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会員に関わるお知らせ

親 睦 会 報 告

神空衛が「かながわ再エネ電力利用事業者」に認定

◎令和3年度後期ゴルフ大会
　渉外委員会主催のゴルフ大会が、令和3年10月29日㈮に厚木国際カントリー倶楽部において37名が参
加して行われました。上位入賞者は次のとおりです。

優 　 勝 湯川　正純 〔㈱ ヘ ル ツ〕
準 優 勝 東軒　秀和 〔熱研プラント工業㈱〕
ベ ス グ ロ 賞 田中　康治 〔熱研プラント工業㈱〕

　令和3年8月25日に当工業会が、神奈川県から、
かながわ再エネ電力利用事業者に認定されまし
た。
　神奈川県では、2050年の二酸化炭素排出実質
ゼロの達成に向け取組を進めています。
　この認定制度は、県内における再生可能エネ
ルギーによる電力の利用拡大を図るため、積極
的に再エネ電力へ切替えた県内企業等を認定、
公表するもので、10月26日現在66者が認定され
ています。
　当工業会では、事業方針として「神奈川発!!地
球にいいこと、ひとつずつ」の環境スローガン
のもと、地球温暖化防止とオゾン層の保護によ
るSDGｓ達成への貢献を推進しており、所有す
る会館で使用する電力を今年8月から日立造船株
式会社が供給する再生可能エネルギー100％の電
力に切り替えました。

優勝者 湯川 正純 氏

ゴルフ大会参加者の皆様

認定証

会員に関わるお知らせにつきましては、工業会ホームページに掲載の「会員名簿」をご参照下さい。
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空間によって、求められる空気の「質」も変わります。

私たちはそこで過ごすヒトやモノに配慮しながら空気をデザインする。
ひとつひとつオーダーメイドで、その場所にふさわしい、最適な空気質をつくる。
心地よいと感じる「空気」があって、はじめて、
そこに居たいと感じる「空間」ができる。

そう信じているから。

健康空調 オクージオ
UVCランプで細菌やウイルス
を除去し、クリーンな空気を
つくります。
見えない恐怖からあなたの
大切な空間を守ります。

室外機一体型で省スペース。
現地での冷媒配管工事や
試運転調整の手間が無く、
手軽に新鮮外気量を増やせ
ます。



　朝夕の寒気が身にしみる時節となりましたが、会員の皆様はいかがお過ごしでしょう
か。
　新型コロナウイルスの猛威が振るい、4度目の緊急事態宣言の発令の中、東京オリン
ピック・パラリンピック大会が開催されました。史上初の無観客の大会となりました
が、選手の皆さんの大活躍には大いに勇気づけられたことだと思います。
　ワクチン接種の状況も急激に進み、9月末には緊急事態宣言も解除となりました。日本
では人口の70％以上が2回接種を終えているそうです。接種率でみますとG20内で第3位
とアメリカやイギリスを抜いております。
　この冬には第6波が来る可能性があると言われております。引き続き感染対策に取り組
みながら業務に邁進していただけたらと思います。

（S・F）

編集後記

植物油インキを
使用し、環境に
配慮しています

会　　報
一般社団法人  神奈川県空調衛生工業会

第140号 令和3年11月30日
情報委員会 ／ 印刷　株式会社 ワールドフジ

横浜市中区海岸通4丁目18番地　TEL 045 (201)  9536（代）
U R L:http://www.shinkuei.or. jp　　E-ma i l : i n f o@sh i nku e i . o r . j p

神空衛は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

今後の行事予定

〇 令和四年 年始の会
　　日　　時：令和4年1月14日㈮　午前11時～
　　場　　所：ホテルニューグランド

〇 令和3年度技術講演会
　　日　　時：令和4年2月15日㈫　午後2時～
　　場　　所：神奈川県中小企業センタービル

〇 第55回定時総会
　　日　　時：令和4年5月13日㈮　午後2時～
　　場　　所：ロイヤルホールヨコハマ

※日程等詳細は、確定次第開催通知をお送り
いたします。

『全国労働衛生週間』ポスターを正会員に配付しました。
（安全委員会）

 新年賀詞交換会中止のお知らせ 
　令和4年1月14日に予定しておりました新
年賀詞交換会は、新型コロナウイル感染拡
大防止の観点から開催を見合わせることと
いたしました。
　なお、「令和四年 年始の会」(正会員・賛
助会員)を開催する予定です。


